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  このたびは、イナバガレージ「アルシア」をお買い上げくださいまして誠にありがとうございました。
私たちは、この製品の開発にあたって「良いものを安く」をモットーに、苦心して作り上げました。

どうぞ末永くご愛用いただきますようお願い申し上げます。
この製品の組み立てについてご説明いたしますので、かならずお読みください。

組立説明書の基礎図・アンカー工事については標準的施工方法とします。
異なる施工を行う場合は、予め当社にご相談ください。

なお、ご使用にあたっての注意については、取扱説明書・製品保証書をお読みください。

DR2_2312F

イナバガレージ　連棟型　組立説明書

※Nは連棟数

写真はDR-3157H-2
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※機種名の□はTypeによって表記が異なります。AまたはBが入ります。
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■外形寸法表[単位：mm]
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DR-3162HP・HY□-N

機  種

DR-3162JP・JY□-N

DR-3662HP・HY□-N

DR-3662JP・JY□-N

W D1 D2 H1
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2688
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組み立てにあたっての注意事項

１．アンカー工事を必ず行なってください。
２．強風時などの天候の悪い日の組み立ては避けてください。
３．３０ｋｇ以上の梱包や部材の運搬・組立は、２人以上で行ってください。
４．ヘルメット･手袋･長袖シャツなどの保護具や脚立等を使用し、安全確認の上作業してください。
５．組立中は部材の転倒防止のために、つっかい棒やロープ等でしっかり固定してください。
６．組立途中で放置しないでください。

●設置場所
１．崖の縁や屋上など、安全の確認の出来ない場所への設置は避けてください。
２．非常時の避難通路となるような場所には設置しないでください。
３．家からの雪が直接屋根に落ちてくる場所への設置は避けてください。
４．家の屋根からまとまった雨水が直接屋根や壁に落ちないように配慮してください。
５.　強度の関係上、連棟数に応じて間仕切壁が必要となる場合があります。(カタログ等でご確認ください)

●組み立て
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組立順序のご説明

組立にあたって、部品の共通性・互換性を持たせるために、取付穴が余分にあ
けてあります。相手に穴のない所はボルト締めの必要はありません。各取付穴
は、組立を容易にするために余裕を持たせてあります。片寄った締め方をする
と、部品が入らなかったり穴が合わない場合がありますので、この場合はボル
トをゆるめ調整してください。電動工具を使用する際は、ネジ山が破損し空回
りするおそれがありますので、締めすぎにご注意ください。

1.基礎施工

※この説明書における基礎は、積雪荷重1200Ｎ/㎡(一般型)と、4500Ｎ/㎡(豪雪型)の標準施工図面です。
 　設置場所や、地域の実情にあった基礎工事をしてください。
※軟弱な地盤や寒冷地等は地域の実情に合わせた基礎にして下さい。

安全確保のため、アンカー工事には十分注意してください。

入口部の基礎高さが、地盤面(G.L)かつ土間面(F.L)のどちらからも50～200ｍｍ（高基礎仕様の場合：200～500mm）
の範囲に納まるように、水盛り･遣り方にしたがって根伐･砂利等で地固めをし、下図のように基礎を作ります。
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■基礎施工図［単位：mm］

2連棟の場合

※ａ，ｂ，ｃは屋根の出幅です。
ａ＝51.5，ｂ＝171，c=121

!

アンカーボルトは布基礎芯ではありません。

注意

・・・アンカーボルト位置を示す（全７ヶ所）
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柱埋込用穴：基礎天より400になるようコンクリート打

■基礎施工図［単位：mm］

3連棟以上の場合

※ａ，ｂ，ｃは屋根の出幅です。
ａ＝51.5，ｂ＝171，c=121

!

アンカーボルトは布基礎芯ではありません。

注意

・・・アンカーボルト位置を示す
Nは連棟数
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■基礎断面図［単位：mm］
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※1～4： 高基礎仕様の場合、寸法が変わります。
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M６ボルト=(N-1)×4+6本

M６ボルト=8本

柱後左右 柱前左右

カンザシ

柱中左右 梁中前枠取付金具

母屋中央取付金具 柱前中

カンザシ

柱後中

梁中後枠取付金具

柱前左右･中にカンザシを差し込み、柱中左右に母屋中央取付金具をM6ボルトで取り付けます。
次に柱前中･柱後中に梁中前･後枠取付金具を下からセットします。

左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。

５.柱部品の取付

６.柱後左・柱後中・柱中左右の取付
柱後左右、柱後中、柱中左右を土台にM6ボルトで取り付けます。

ベロ
図①

桁後

※

図②

７.桁後・梁左後の取付
桁後のベロを柱後に引っかけ、M6ボルトで取り付けます。
梁左後のベロを柱中左右と柱後に引っかけ、M6ボルトで取り付けます。

梁左後

図②

ベロ

※奥行6275：２ヶ所、奥行5775：３ヶ所

奥行6365: M６ボルト=（N-1)×4+5本
奥行5865: M６ボルト=（N-1)×6+5本

図①

桁後

梁左後

（図①）

（図②）

柱後左右

（図②）

（図①） 柱後中

柱中左右

6
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左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。

柱

壁パネル

●壁パネルの組合せ図

８.壁パネルの取付
壁パネルは、本文中で指示があるたびに下図のように内側から各柱にM6ボルトと
ネジ板で取り付けます。(ゆがみや倒れの防止になります。)
※指示された壁パネルの位置に框ドアやオプションが付く場合は、壁の取付は不要です。

壁パネルの組立順が違いますと、雨もりがする等の原因となります。支柱NNは、
縦方向を壁パネルと共締めし、桁後･梁とはM6ボルトとネジ板Cで取り付けます。
※      部以外の壁パネルは、｢３３.壁パネルの取付｣(P.16)で、必ずすべて取り付けてくだ
　　さい。框ドアと各種オプション（ガラス窓等）も壁パネルと同時に取り付けてください。
※框ドアとオプションの組立方法については各々の組立説明書を参照してください。

中から４枚中から３枚 右から３枚左から４枚

壁６枚の場合

後
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枚
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か
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３
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壁
５

枚
の

場
合

中
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ら
３

枚
後
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３
枚

壁
６

枚
の

場
合

前
か

ら
３

枚
中

か
ら

３
枚

壁
６

枚
の

場
合

右から３枚中から３枚中から３枚左から３枚

壁７枚の場合

支柱NN 支柱NN

支柱NN

支柱NN

支柱NN

支柱NN

※

※

※

※     部は
Hタイプ ３ヶ所
Jタイプ ４ヶ所

ネジ板C 支柱NN
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左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。
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左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。



M６ボルト=(N-1)×20+4本
M８ボルト=(N-1)× 8+4本

図①

１８.母屋中央・コーナー金具・柱前中カバー・柱後中カバーの取付
母屋中央を母屋中央取付金具にM6ボルトで取り付けます。次に柱前(後)中に柱前(後)
カバーをかぶせツメを引っかけます。柱前中カバーの下部はM6ボルトで取り付けます。
最後にコーナー金具をM6ボルトとM8ボルトで取り付けます。
※３連続以上の場合は、｢6｣～｢18｣までの手順を繰り返してください。

注意シール

母屋中央断面図

点線部の梁中のM8ボルト
(下図参照)を一旦はずし、
豪雪柱の下にベースプレー
トを敷きます。
その後、梁中と豪雪柱を共

締めします。
　

※間仕切壁が付く時は、
　豪雪柱の取付は不要
　です。

豪雪型の時

奥行6365: M６ボルト=15本
奥行5865: M６ボルト=17本

１９.柱後・桁後・梁右後の取付《豪雪柱の取付》
柱後右を土台に取り付け、桁後のベロを柱後に引っかけM6ボルトで取り付けます。
次に柱中左右を土台に取り付け、梁右後を柱中左右と柱後に引っかけM6ボルトで
取り付けます。

梁中

豪雪柱

M８ボルト=4本
M６ボルト=14本

２０.母屋中央・コーナー金具・壁パネルの取付
母屋中央を母屋中央取付金具にM6ボルトで取り付け、コーナー金具を柱とはM8
ボルトで母屋中央とはM6ボルトで取り付けます。次に壁パネルを●壁パネルの組合
せ図(P.7)を参考に柱に取り付けます。

注意シール

図①

図②

コーナー金具

母屋中央

（図①）

（図②）（図②）

（図③）（図③）
柱前中カバー

柱後中カバー

梁右後

桁後

※豪雪柱 柱後左右

柱中左右

母屋中央

コーナー金具

（図②）

図②

コーナー金具
ツメ

柱後カバー

柱前中

柱前中
カバー

図③
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左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。

ベースプレート
（豪雪柱）
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左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。
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左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。

M６ボルト=(N-1)×2+10本

２５.土台カバー・壁パネルの取付
土台カバーをかぶせる部分に取り付いているM6ボルトをはずし、土台カバーＡ上・下をコーナー部、
土台カバーＢを柱中部、土台カバーＣを柱前部にＭ６ボルトで取り付けます。
次に壁パネルを●壁パネルの組合せ図(P.7)を参考に柱に取り付けます。 図①

図②

２６.母屋中、結露カバーＡ･Ｂの取付
母屋中を梁左右･梁中に渡し、M6ボルトで取り付けます。
（点線部の母屋中は、屋根パネル取付後にセットすると組立が容易になります）
結露カバーA(ひげの長い方)を梁左に、結露カバーB(ひげの短い方)を梁右にはめ込みます。

結露カバーA
関係図

図②

つき当て

桁前(後)

M６ボルト=N×24本

図①

奥行5865:M６ボルト= (N-1)×24本
奥行6365:M６ボルト= (N-1)×26本

２４.梁中屋根板の取付
梁中に梁中後屋根板･梁中前屋根板の順にM6ボルトで取り付けます。

（図①）

梁中前屋根板図①

梁中前屋根板

梁中後屋根板

母屋中

結露カバーＡ （図①）

（図②）

結露カバーＢ

土台カバーB

壁パネル

（図②）

土台カバーC

土台カバーA上

土台カバーA下
（図①）

断面図

土台カバー

土台

壁
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左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。

２７.屋根パネルの取付

屋根パネル前
屋根パネル後

鼻隠し後固定板

（図②③）
（図①）

鼻隠し後固定板

一般型：2ヶ所
豪雪型：全ヶ所

一般型：2ヶ所
豪雪型：全ヶ所

梁左

鼻隠し後固定板

桁後

図①

両端から
　　　2枚目
　　　3枚目(36□□型)
※豪雪型は全部の角穴

①桁後の両端から屋根2枚目（36□□型は3枚目）の角穴に、鼻隠し後固定板を2個差し込みます。(図①)
　※豪雪型の場合は、全部の角穴に差し込みます。（追加の鼻隠し固定板は別梱）

②屋根パネル後を梁左から順にのせ（図②）、桁後に引き寄せます。
　※屋根パネルに結露カバーCを取り付けてからのせます。(図④)

③屋根パネル後をM6ボルトで桁後・母屋中央に取り付け、
   屋根パネル後の段の上にコーキングを打ちます。(図③)

④屋根パネル前を梁左から順にのせ（図②）、桁前に引き寄せます。M6ボルトで桁前・母屋中央に取り付けます。

⑤残りの母屋中を取り付け、屋根パネルをM6ボルトで取り付けます。

山の小さい方

山の大きい方

梁左

図②

コ
ー
キ
ン
グ

屋根パネル後の段

図③

屋根パネルの山の小さい方に、結露カバーＣ
をはめ込みます。

 結露カバーＣの取付

結露カバーC

※
屋
根
パ
ネル

補
強
の
両
端
を基

準
に！

屋根パネル補強屋根パネル補強
結露軽減材

※結露軽減材は傷や汚れがつきやすいので、
   指等で強く押さえないよう扱いには十分ご注意ください。

結露カバーC

結露軽減材

断面図

屋根パネル後の段の上に
コーキング

図④
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左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。

２９.妻板の取付

２８.化粧柱前中・鼻隠し前取付金具の取付

妻板右前を梁右前にかぶせ、庫内側からM6ボルトとネジ板で固定します。
次に妻板右後を梁右後にかぶせ妻板前とM6ボルトで取り付け、庫内側からM6ボルト
とネジ板で固定します。
※妻板左も同様に取り付けます。

３０.鼻隠し前の取付
鼻隠し前をM6ボルトで取り付けます。

M６ボルト=18本
ネジ板=8枚

梁にかぶせる

妻板

断面図

鼻隠し前

（図①）（図①）

M６ボルト=N×7本

M６ボルト=(N-1)×16本

（図①）（図①）

妻板右後

妻板右前

桁前の上側のM6ボルトをはずし、鼻隠し取付金具中を共締めします。次に化粧柱前中をM6ボルトで取り付け
ます。（柱前中にM6ボルト取付位置の目印があります。）

（図①）（図①）

（図②）（図②）

図①

M6ボルト位置目印

M6ボルト

（図②）（図②）

桁前上部のM6ボルトを
はずして共締め

桁前

（図①）（図①）

前面12ヶ所留めです。

図①
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左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。

梁中前カバー梁中前カバー

梁中後カバー

（図①）

（図②）（図②）

化粧柱キャップ左

化粧柱キャップ右

化粧柱キャップ中

（図②）
鼻隠し後

（図①）

３２.梁中カバー・化粧柱キャップ右・左・中の取付

３３.壁パネルの取付

梁中後カバーをM6ボルトで取り付け、梁中前カバーをM6ボルトで取り付けます。
次に化粧柱キャップをM6ボルトで取り付けます。
※○印のボルトにボルトキャップを取り付けてください｡
※化粧柱キャップの穴が合わない場合は、化粧柱のボルトをゆるめて調整してください。

まぐさをはずします。次に壁パネルと支柱NNを●壁パネルの組合せ図(P.7)を参照し、すべて取り付けます。
框ドアとオプションも同時に取り付けます。（組立方法は各々の組立説明書を参照してください。）

図①

図②

M６ボルト=(N-1)×11+4本

３１.鼻隠し後の取付

梁中カバー取付板

鼻隠し後取付板

図①
梁中後屋根板に、鼻隠し後取付板と梁中カバー取付板をM6ボルトで取り付けます。
鼻隠し後を屋根にかぶせ、下図のように鼻隠し後固定板にM6ボルトで取り付け、
後面のＭ6ボルトを取り付けます。
※○印のボルトにボルトキャップを取り付けてください｡
※豪雪型は 　 部も留めてください。

一 般 型 ：M６ボルト＝(N-1)×11＋8本
豪 雪 型 ：M６ボルト＝(N-1)×19＋16本

図②

まぐさ

※取りはずす
   シャッターケースの取付で使用します
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左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。
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左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。

38-2幕板ブラケット金具の取付
幕板ブラケット金具をシャッターカバーに引っかけ、M6ボルトで仮締めします。

38-3幕板Ｂ・Ｃの取付

幕板ブラケット金具

38-4幕板Ｄ前工程
①幕板D受板と幕板D取付板をM6ボルトで仮締めします。
②幕板D受板と幕板D取付板を合わせたものを幕板Ｄの溝に差し込みます。

幕板B

幕板C

幕板A幕板A

端をそろえる端をそろえる

化粧柱化粧柱

幕板B

幕板C

幕板Bを幕板Aに引っかけ、幕板Aの端と位置を合わせてから、幕板ブラケット金具にM6ボルトで取り付け
ます。次に幕板Cを幕板Bに引っかけ、幕板A、Ｂの端と位置を合わせてから、幕板ブラケット金具にＭ6ボ

ルトで取り付けます。38-2で幕板ブラケット金具に仮締めしたM6ボルトを本締めします。

M６ボルト＝N×5本

M６ボルト＝N×10本

②

幕板D

幕板D取付板+幕板D受板

断面図

幕板D

幕板D取付板+幕板D受板

幕板Ａ

M6ボルト

幕板B

M6ボルト

幕板B

幕板C

幕板ブラケット金具

断面図

幕板Ａ

M6ボルト

※本締め

M6ボルト

幕板ブラケット金具

※仮締め

　31□□型…M６ボルト＝N×4本

　36□□型…M６ボルト＝N×6本

①

幕板D受板

M6ボルト

※仮締め

※M6ボルトはすべて仮締め

幕板D取付板

31□□型…4ヶ所

　36□□型…6ヶ所



左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。
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３９.シャッターケースの取付
39-1まぐさ、ケース補強の取付
まぐさとケース補強をブラケットに取り付けます。

39-2シャッターケースAの取付
シャッターケースAをブラケットの上にのせ、ボルトを仮締めします。

M６ボルト=6本

M６ボルト=2本

38-5幕板Ｄの取付
幕板Dを幕板Cに引っかけ、幕板A、B、Cと端の位置を合わせてからシャッターカバーにM6ボルトと
シャッターストッパーゴムで取り付けます。（両端：シャッターストッパーゴム、中央3ヶ所：M6ボルト）
次に幕板C、Dの隙間が幕板B、Ｃの隙間と同じくらいになるように調整し、38-4で仮締めしたＭ6ボルト
をスパナなどで本締めします。
※M6ボルトにボルトキャップを
　 取り付けてください｡

M6ボルト

ボルトキャップ

断面図

幕板D

幕板C

幕板B

幕板C

幕板D

幕板A幕板A

端をそろえる

隙間を同じ
くらいにする

端をそろえる

化粧柱化粧柱

シャッターストッパーゴム

シャッターストッパーゴム

M6ボルト

幕板D

シャッターケースA

仮締め

仮締め

まぐさ

まぐさ

ケース補強

幕板D

M6ボルト
※本締め

ボルトキャップ

シャッターを
少しおろす

断面図

幕板C

M６ボルト＝N×3本
シャッターストッパーゴム＝N×2個

シャッター
ケースA

ブラケット

断面図



左右の向きに注意してください。 左右共通の部材です。 上下の向きに注意してください。 前後の向きに注意してください。
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４０.内壁・天井の取付（Type Bの場合）

４１.ボルトキャップの取付・柱の埋込・保管ケースの貼付【完成】

39-4シャッターケースCの取付

別組立説明書を参照し、内壁と天井を取り付けてください。
内壁と天井の両方取り付ける場合は、必ず内壁→天井の順番で取り付けてください。

シャッターケースCのコの字部分をシャッターケースBに引っかけ、
M6ボルトで取り付けます。

外部のM6ボルトの頭にボルトキャップを取り付けます。シャッター梱包内のチェックリストを用いて、間口
寸法と柱前の垂直・通り（豪雪型の場合は豪雪柱の建ち）を確認し、コンクリートを打ち込みます。
最後に保証書・取扱説明書・組立説明書を保管ケースに入れて、庫内シャッター横の壁パネル面（高さ1.5ｍ
くらい）に貼り付けてください。

M６ボルト=6本

シャッター
ケースB

シャッター
ケースC

M6ボルト

断面図

ボルト
キャップ

39-3シャッターケースBの取付
仮締めしたボルトにシャッターケースBのだるま穴を引っかけ、M6ボルトで取り付けます。

だるま穴

シャッターケースB

※本締め

M６ボルト=6本

シャッターケースC

シャッターケースB



※コンセントは結露等で漏電する恐れがあるため、 防水対策をおすすめします。

リモコンシャッター１面に対して２口コンセントを１ヵ所設けてください。
※コンセントは必ずリモコンシャッターの左側(外観から見て)に設置してください。

▽GL

●GRN・DR コンセント位置について

施工完了後、 下図の位置に 100Ｖコンセントを取り付けてください。

■ コンセント位置

100V・２口用

電　　　源：AC100V
定格出力：125Wまたは150W
※ブレーカーは
　 10Aとしてください。

※

三和シャッターのみ
アンテナ取付

コンセント


